










































































































資 本 と 地 域
論づけられている｡






















第 5号 (2009年 3月)
画一でハー ド依存となっていた活性化計画では､本書
を貫いているように､冷静に状況を見据える視点と､
暖かくもうちに秘められた熱い想いとを欠いていたの
ではないだろうか｡
"coolhead,butwarmheart一とは､かつてマーシャルが
｢経済騎士道｣を説きつつ､都市や工場の現場を歩い
て経済学に求めた言葉である｡ これは､実践的な経営
感覚とまちづくりとの関わりの中でも語ることができ
るのではないか｡｢郷土力企業｣｢元禄芭蕉｣のように
ユニークなネーミングは､企業経営からまちづくりの
マーケテイング-の応用でもあろう｡
歴史的な城下町から､現代の産業社会に至って､見
失われてしまった社会的共通資本としての中心市街地
の意味と､他方で大垣で受け継がれてきた ｢町人｣-
企業人による郷土意識の再生にかけるノブレスな役割
が交錯する地点において､｢オリーブの木｣ならぬ大垣
の ｢柿の木｣が､｢市民協働と政策づくり｣によって丁
寧に勇定されて､一面に育っていく情景が思い浮かば
れる｡ 8年ならずも100年を見越して､成熟した実が生
る時を待って｡
(岐阜大学)
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